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流体運動の計測・可視化・数値シミュレーション

【実際の取り組み例】

❶LDV測定

※2次元LDVの測定の様子

❷可視化

※円筒吸込口での可視化写真

❸数値シミュレーション

※流れの数値シミュレーションによる流線図
  （角柱周りの流れ）

「流体工学」とは、流体運動をうまく利用して工業や生活に役立てようとする学問です。
流体運動を自由に制御できるようになれば、エネルギー変換効率が大きくなったり、少し
のエネルギーで最大の効果を得ることができますが、その制御はかなり難しいと考えられ
ています。当研究室では、流体運動を調べて制御することを目的としています。

流体工学

流れを調べるには、大きく分けて2つの方法があります。

可視化実験とレーザードップラー流速計を
用いて実験的に流体運動を調べる。

計測・可視化

流れを支配する基礎方程式であるナビエ・
ストークス方程式を解くことによって、理論
的に流れを調べる。

数値シミュレーション
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研究シーズ概要
自然界や人工機器において目視できない流れをなんらかの工夫により計測し、可視化する技術は古くから利用されてい
ます。この手法を利用すると、流れ場の全貌を捉えることができ、流動もしくはそれに伴う諸現象の物理的な理解を容
易にするという優れた特長をもっています。しかし、計測や可視化を行うと、現象になんらかの影響を与える可能性が
あります。一方、数値シミュレーションは現象を支配する基礎方程式を数値的に解くことにより現象を再現するので、
正確な数値計算が可能であれば、計測・可視化に勝る研究ツールとなる可能性があります。

使用用途
応用例など 流体機械や各種配管など、使用用途は多種多様です。

備 考 普段目にすることができないような流れを目にすることができます。

流体運動の計測・可視化・
数値シミュレーション

Measurement, visualization and numerical simulation of fluid motion
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